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初年度の成果 

① 個人の生活支援にかかる情報解析 

総社市県大メディカルフィットネス講座の実施 

2023年9月から12月にかけて、総社市内中高齢者に対して，運動（綾

部），保健医療（住吉），栄養（久保田）の指導を行った．全11回の講座

を開催し，のべ582人が参加した．12週間の介入の効果として，身体組成

などの改善を確認した． 

また，これらの参加者のうちの一部を対象として，指尖情報による身体負

荷の可視化方法の検討を行い，指尖脈波・脈拍数・自律神経活動を用いた

換気性作業閾値の推定法の妥当性を報告した． 

② 心身の可視化にかかる情報解析 

心身不負荷の可視化方法について検討した．本年度は，生体情報のデータ

トリートメントについて検討した．高負荷の判定法の継続時間の評価やデ

ータ取得頻度が計測精度を担保するために必要要件の一つであることを明

らかにした（綾部，大山）． 

③ 大規模データの解析 

大規模データの解析として，2,000超名の身体活動，健診データ，医療費デ

ータにつて，多変量解析を用いて，医療費抑制のための身体活動について

分析を行った（綾部）．さらに，災害発生に伴う避難行動，災害に伴う周

辺環境の変化が健康・医療情報に及ぼす影響を検討した（綾部，齋藤誠，

齋藤美，佐藤ゆ）. 
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調査研究の進

捗状況と今後

の推進方策 

【研究の進捗状況と今後の推進方針】 

 2023年度は，概ね研究計画通りに進んだ． 

 2024年度は，研究計画に従い，成果発表（学術雑誌への論文投稿，学術会

議での発表）ならびに外部資金（競争的外部資金）の申請を行う． 

【関連する外部資金の獲得】 

 日本学術振興会・文部科学省科研費（基盤B 3件，基盤C 2件） 

 新産業創出研究会（2023年度） 

 企業共同研究（S社）（2023年度） 

 県内自治体（S市）との共同研究①（2023年度） 

 県内自治体（S市）との共同研究②（2023年度） 

 県内自治体（T市）との共同研究（2023年度） 

ほか 
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7. 24時間歩数の日差変動要因に関する研究：2,000人超10ヶ月間連続データの解析

岡山体育学会（2024） 

 


